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１ 留学先及び実習期間 

留学先：ノースウエスト・ミズーリ州立大学 

留学期間：平成 27年 8月 24日（水）～平成 27年 12月 17日（土） 

       ※帰国は 12月 18日（日） 

 

２ 留学先概要 

(1)大学について 

ノースウエスト・ミズーリ州立大学は、メリービルという都市に位置する。メリービルの

人口は約 11,000人で、カンザスシティまで車で約一時間の場所に位置している。また、治

安が良く安心安全である。1905年に創立された大学で、歴史は長い。約 5,500人の学生が

学んでいる。キャンパス内にはたくさんの自然があり、季節の変化が身近に感じることがで

きる。カフェテリアが図書館内に完備されており利用する学生は多い。またアメリカンフッ

トボールが強く、様々な大会で何度も優勝している。 

 (2)大学で行われている教育について 

 ノースウエスト・ミズーリ州立大学は、ESL という第二言語として英語を学ぶプログラ

ムが設立されており今回の派遣留学ではこのプログラムに沿って英語を学んだ。私たち以

外には韓国人や中国人、メキシコ人と一緒に学ぶことが出来るので様々な国の文化にも触

れることが出来る。クラスは２クラスに分かれており自分のレベルに合った学習をするこ

とが出来る。 

 

３ 留学目的 

 今回の留学の目的は、英語の実力を上げてさらに TOEIC のスコアを上げることである。

大学で学んだものを発揮しつつ、新しい知識を蓄えさらに高い英語力を付け TOEICで自分

の実力の向上を試すというものである。今まで学んできたもの以上に英語力を付けるため

には現地での学習が必要であると感じた。TOEICで 600点以上とることを目標に学習を取

り組み、また現地でコミュニケーション能力を付けることを目標とした。 

フィールドトリップでは、現地の美術館や動物園で現地の文化や様子を直接的に体験す

ることによって学習に対する意欲向上に繋がる。また、フィールドトリップの間は会話を英

語で行うのでコミュニケーション能力をさらに培うことが出来る。バスの中では英語を使

ったゲームをして楽しく英語に触れることが出来る。ここでは、アメリカだけではなく他国

の文化にも触れられる機会があるのでその機会を存分に活用したいと考えた。 

10 月の下旬にサンクスギビングがあり、約六日間のホームステイを経験する。ホストフ

ァミリーの方々にサンクスギビングの祝い方を学んだりお互いの文化について教え合った

りお互いの異文化に触れることのできる機会で、さらに英語力向上ももちろん図ることが

出来る。実際にサンクスギビングを体験してみることにより現地のことがさらに理解がで
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きる。そのため、積極的にホストファミリーの方々と会話することを目標とする。 

 

４ 留学内容 

以下から留学の内容を記述する。 

留学期間中に行った活動の詳細は付録に記載する。 

 

４‐１ 留学のスケジュール 

留学期間中のスケジュールは以下のとおりである。 

 

月 日（曜日） 内容 

８ ２４（水） 到着 

２５（木） 

～ 

２８（日） 

 

オリエンテーション 

 

２９（月） 

 

プレイスメントテスト 

 

３０（火） 授業開始 

３１（水） 

～ 

１５（木） 

 

通常授業 

 
９ 

１６（金） フィールドトリップ(1) 

１７（土） 

～ 

７（金） 

 

通常授業 
１０ 

１０（月） 

～ 

１４（金） 

 

中間テスト 

１７（月） 

～ 

２６（水） 

 

通常授業 

２７（木） フィールドトリップ(2) 

２８（金） 

～ 

２１（月） 

 

通常授業 
１１ 
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４‐２ 留学の詳細 

スケジュールに記載してある各項目の内容は以下のとおりである。 

 

i)プレイスメントテスト 

２つのクラスに分かれるにあたって、テストが行われた。パソコンを使ってのライティン

グテストと、先生との簡単なコミュニケーションを取るスピーキングテストが行われた。 

 

ii)フィールドトリップ 

(1)OmahaZooとWestroads Mallへ行き現地の文化に触れた。OmahaZooにはたくさん

の動物がいることはもちろんだが、それに加えて水族館があるためさまざまな動物を見る

ことができた。Westroads Mallでは自分たちだけで買い物をした。日本のショッピングモ

ールと作りが異なるなど異文化を感じることが出来た。店員さんの英語はとてもスピーデ

ィーでネイティブとの壁を少し感じることもあった。 

 

(2) William Pockhill Nelson Gallery of Art とカンザスシティの ShoppingPlaza に行っ

た。美術館では様々な国の展示品があり多文化に触れることが出来た。中にはアジア系のも

のもあり、身近に感じることのできるものもあった。ShoppingPlaza ではたくさんのお店

が並んでいて中には日本にも存在するお店もあった。それぞれ好きなグループで行動し、お

土産を買ったり晩御飯を食べたりした。 

 

iii)サンクスギビングブレイク 

 学校の授業が休みになり、寮も閉まるのでそれぞれホームステイ先に行きサンクスギビ

ングを過ごした。サンクスギビングには gingerbread houseを作って飾ったり turkeyを焼

１１ 

 

 

２２（火） 

～ 

２７（日） 

 

サンクスギビングブレイク 

２８（月） 

～ 

６（火） 

 

通常授業 
１２ 

７（水） 

～ 

１５（金） 

 

期末テスト 

１５（金）  卒業式 

１７（月） 出発 
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いたり蒸したりして家族で食べたりした。街はイルミネーションが光っていたりしており

クリスマスの準備と繋がっているように感じた。 

 

５ 当初目的・目標への達成度 

今回の留学の目的の達成度について、それぞれまとめる。 

 

i)英語の実力を上げて TOEICの点数を上げること 

 留学に行く前に受けた TOEICのテストと帰国数日前に受けた TOEICの結果を比較して

みると点数はとても向上したので、英語力は向上したのではないかと言える。しかし、リス

ニングパートの点数は目に見えて上がったがリーディングパートはそれほど向上が見られ

なかったため、勉強を継続する必要がある。 

 

ii)異文化に触れること 

 フィールドトリップを通してさまざまな文化に触れることが出来た。美術館では見るだ

けでなく写真を撮ることも許可されていたため、これから先写真を見返すとさらに新たな

発見ができるかもしれないと考える。 

  

iii)積極的に会話すること 

 サンクスギビングの際に、ホストファザーが特に日本の文化に興味を示してくれたおか

げもあり、お互いの文化について多く語ることができた。しかし、自分から聞くことはあま

り出来なかったので更なるコミュニケーション能力を身につけたいと考える。 

 

６ おわりに ― 反省・課題 

 

三ヶ月半と聞くととても長く感じていたが、実際に経験してみるととても一瞬のことの

ようだった。その中で他国の人と交流でき、また英語力の向上を図れたのでとても有意義な

留学となった。今回学んだことを生かしてさらなる英語力の向上や、他国の人との交流をさ

らに深め、ここから今まで以上の学習をしていきたい。 

 

謝辞 

今回、ノースウエスト・ミズーリ州立大学 ESL にて懇切対寧な指導をしてくださった

Mrs.Hardee、Mrs.K、Dr,Foot、ホストファミリーの Brian Traderさん、Carmen Gamel 

Traderさん、Cassie Traderさん、その他大勢の関係者の皆様に深く感謝申し上げます。ま

た、本学の派遣留学担当で 2016年度前期の授業、派遣留学の現地サポート、帰国後の各種

活動への指導を賜りました、澤口晋一先生、矢口裕子先生、藤本直生先生、には心より感謝

いたします。最後に、新潟国際情報大学からいただきました奨学金により、本派遣留学参加
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が実現し、有意義な体験ができたことを、心から感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

付録：留学日誌 

 

 

8月 24日（水）～8月 30日（火） 

内容 

8/24 

・新潟駅から東京駅まで新幹線移動 

・成田空港までバスで移動 

・成田空港からダラスフォートワース空港まで飛行機で移動、入国審査、乗り換え 

・ダラスフォートワース空港からカンザスシティ国際空港まで飛行機で移動 

・カンザスシティ国際空港から大学までバスで移動 

 

8/25~8/28 

・オリエンテーション 

 ∟手続き、大学ツアー 

 

8/29 

・プレイスメントテスト 

 

8/30 

・授業開始（２つのクラスに分かれる） 

 

8/24にアメリカに到着して 12時を過ぎ 8/25になった頃に寮に到着した。寮は Dieterich

と Millikan で分かれていた。8/25 から 8/28 はオリエンテーションで手続きや大学内ツア

ーをした。8/29はプレイスメントテストでクラス決めのテストが行われた。30日からは２

つのクラスに分かれて通常授業が開始された。 
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9月 16日（金） 

内容 

・フィールドトリップ(1)（バス移動） 

∟ OmahaZoo 

   Westroads Mall 

  

9/16 は初めてのフィールドトリップがあった。ESL のメンバーで OmahaZoo と

Westroads Mallに行った。OmahaZooではいくつかのグループに分かれて行動した。キリ

ンやゾウなどをはじめさまざまな動物が見られた。Westroads Mallでは好きなグループで

分かれて、好きなお店で買い物をしたり晩ごはんを食べたり自由行動をした。 
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10月 27日（木） 

・フィールドトリップ(2)（バス移動） 

 ∟William Pockhill Nelson Gallery of Art 

  Shopping Plaza 

 

 10/27は２回目のフィールドトリップがあった。ESLのメンバーと１か月間 ESLのメン

バーに加わったメキシコ人のみんなとWilliam Pockhill Nelson Gallery of Artとカンザス

シティの Shopping Plazaへ行った。William Pockhill Nelson Gallery of Artでは様々な国

の美術品の展示があった。日本の展示品エリアは 2017年からで残念ながら見られなかった

が、充実した時間だった。Shopping Plazaでは好きなグループで自由行動だった。お店が

多くあったので、お土産を買ったり趣味の物を買ったりさまざまな楽しみ方があった。 
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